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1.序
新約聖書の中には、パウロ書簡を中心に して多 くの讃美歌、いわゆる 「キ リス ト讃歌」が散
在 していることはよく知られている。これらのキ リス ト讃歌は、それぞれの讃歌を持っていた
教会共同体のキ リス ト理解や信仰告白となっている。これら讃歌の成立に至る過程 ・宗教史的




















































































これ らキ リス ト讃 歌 の うち3つ は、ペ テ ロの手紙 一(以 下 、第 一ペ トロ書)の 中、1、2、
3章にそれぞれ収め られてい る。そ していずれ もそ の中に救済理解を持 ってい る点が特徴 とい
え る。 この救済 σωτηρ碩 は、第 一ペ トロ書 におけ る主題 の一つ であ り書簡中、繰 り返 し述
べ られ てい る2)。しか しなが らこの第一 ペ トロ書 にはキ リス トを救 い主 σωτ卯 と告 白す る
箇所 はな く、二世紀 の別 の著 者の もの とはいえ繰 り返 しキ リス トの称号 として σωτ卯 を用
い る第二 ペ トロ書 のキ リス ト理解3)と は異 な ってい る。す なわ ち第二 ペ トロ書 の時代 には、
周知 のキ リス ト称 号 とな っていた σωτ卯4)を 、 この第一 ペ トロ書 の著者 が用 いて いない点
において、著者が採用 した3つ キ リス ト讃歌 との共通 したキ リス ト理解を示 してい るのであ る。
なおキ リス ト讃歌 にお いて も、キ リス ト称号 として救 い主 σωτ卯 を用 いる箇所は な く、わ
ずか にフ ィ リ2:llにおいて 「イエ ス ・キ リス トは主 κ6ρごogである」 と告 白す るのみであ
る5)。キ リス ト称号の問題 において、キ リス トに よる救済論を述べ るこの第一ペ トロ書 のキ リ
ス ト讃歌は、重要 な位置を 占めてい ると考え られ る。
ここでは第一ペ トロ書 の3つ のキ リス ト讃歌を取 り上げて、それぞれ の讃歌 の救済理解を探
求 し、それ ら讃歌 の第一ペ トロ書におけ る意義 ・位置付け などについて検討 してい きたい。 ま
たかつて これ らの讃歌は本来関連 していた のではないか と考 えられ ていたが6)、この点につい
て も比較検討 したい。
第一ペ トロ書は、パ ウ ロ書簡 との関係 も深 く7)、また第一ペ トロ書 のキ リス ト讃歌 と他 の書
簡 の讃歌群 とが関連す るキ リス ト理解 も多 くみ られ る。 これ らを比較検討す ることで、第一ペ
トロ書 の3つ の讃歌 の背景や中心 テーマであ る救済理解を解 明 し、 また これ らを採用 した第一
ペ トロ書 の成立過程 などについて も知 ることがで きると考え る。以下において、 この第一ペ ト
ロ書におけ る3つ のキ リス ト讃歌をそれぞれ検討 してい きたい。
]1一 ぺ トロ書120の キ リス ト讃歌につ いて
2章 と3章 のキ リス ト讃歌を検討す る前に、1章 に収め られてい るキ リス ト讃歌について述
べてお く。それは1:20の 小 さな讃歌であ り、かつては1:18-21まで の範囲をキ リス ト讃歌
と考えた研究者 もいたが8)、これ ら全体は讃 歌形式で も詩文で もな く、 また文体 も統一性 のな
い ものであ り9)、1:18-21全体は とて もキ リス ト讃歌 とはいえ ない。ただそ の中 の20節のみ
が、讃歌形式を持つキ リス ト讃歌であ ると考え ることがで きる10)。
(キリス トは、)天地創造 の前か らあ らか じめ知 られ ていま したが、
この終わ りの時代に、[あなたがたのために]現 れ て くだ さいま した。
πρ0εγγりωσμξり0ひ 逮 ⊥ πρδ κα・αβ0λ万9κ6σ μ0ひ11)
φαりερωθξりτ09δ 乙E9乙 σZ(をτoひ τのりZρ0り ωり[δご'δμag]
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この1:20のみ ギ リシア詩文 の形式を留めてい る。それは無冠詞で用い られ る2連 の初めに
置かれ る分詞(π ρ0εγりωσμξり伽12)一φαりερωθξりτog13))によ って特徴 付け られ る。 ギ リ
シア詩作、 と りわけキ リス ト讃歌において、 しば しば連 の初めに分詞(た いていはキ リス トの
行為を示すため、完了か アオ リス トの分詞)を 置 くこ とが あ り14)、この2連 もそ の詩作に倣 っ
た ものであ る。 また この20節の前後には、分詞 は見 られ ない15)。それは20節の2連 を1:18-
21の中か ら讃歌 と して、他 の節か ら分離 させ るものとなってい る。 さらに20節には主語(た い
てい のキ リス ト讃 歌 と同様、 「キ リス ト」 を補 うが)も 、 また分 詞の主動詞 にあた る語 もない
が、 このことも新約聖書に採用 されたキ リス ト讃歌 の一つ の特徴を示 してい る。 なお この2連
には、相反接続 詞 μ≧り～ δξ が用 い られてお り、 明確 なParallelismusを形 成 してい る16)。
この相反接続詞 μ加 ～ δξ は特 にキ リス ト讃 歌において多用 され てい る17)。後述す る第一ペ
トロ書3:18の キ リス ト讃歌 のParallelismusにお いて も、 同 じ相反 接続詞 μ≧り～ δξ が用
い られてい る。そ して この1:20で も、1,2連 を並行 させて詩文を作 るために相反接続詞が
用い られてお り、キ リス ト讃歌 の特徴を示 してい る。
[あなたがた のために、 δご'δμag]の句だけは、 あなたが た(二 人称複数)で 述べ る書簡
の文体 と一致 させ るために、第一ペ トロ書 の著者 によって付加 された もの と考 えられ る18)。そ
れは1:5で 「あ なたがたは、終わ りの時に現 され るよ うに準備 されてい る救いを受け るため
に … 守 られ ています。」 と述べ られてい る内容 との一致を考えて のことであ る。す なわ ちこ
の終わ りの時(時 代)に 現れ る方キ リス ト=救 いであ ることを述べて、書簡 の理解 とキ リス ト
讃歌 の理解を整合 させ、示そ うと してい るか らであ る。
以上 のことか ら、 この1:20は小 さい なが らも2連 か らなるキ リス トの先在 と顕現を持つキ
リス ト讃歌であ ると考え られ る。 しか しキ リス ト讃歌 と してキ リス トの先在 と顕現 しか述べ ら
れ ていない こ とか ら讃歌 の断片 とす る立場 もあ るが、 この小 さな讃歌 に は神 の計画 におけ る
「黙示的模範」が述べ られてお り19)、これのみでキ リス ト讃歌を構成 してい ると考え られ る。
また この 「先在 と顕現」は、過去 と現在 の対比 のモテ ィーフで もあ るが、 この理解は初期 の教
会では広 く普及 していたキ リス ト理解であ り20)、また この理解は特にパ ウ ロ書簡 の中に散在 し
てい るキ リス ト理解で もあ った21)。
それ らは奥義 μひστ卯 ご0り、計 画(業)olκ0り0μ6α な どの用 語 で特徴付 け られ る 「啓示
され るキ リス ト」理解であ り、 この1ペ ト1:20のキ リス ト讃歌 と同様 の理解を示 してい るも
のである。(ロマ16:25-26,1コリ2:7,10,エ フ ェ3:5,9-10,コ ロ1:26,]1テ
モ1:9-10な ど)そ れ らの うち成立時期が第一ペ トロ書 と比較的近い、エフェソ 書 とコ ロサ
イ書 の例を以下に示 し、検討 したい。
まずエフェソ 書では、救い の前提 と して 「選び」が強調 されてい る。す なわ ち、
エ フ ェ1:4「 世界 の始 め以 前に(新 共 同訳 で は、天地 創造 の前 に)π ρδ καταβo妨g
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κ6σμ伽、神はわた したちを愛 して、御 自分 の前 で κατε蛎 πご0り22)聖な る者 、汚れ のない者
に しよ うと、キ リス トにおいて選ばれた」 と述べて
エ フ ェ1:10a「 時が満 ちるに及んで、救い の業olκoりoμα23)が完成 され た。」
エ フ ェ3:5「 それ(計 画、奥義)μ ひστ卯 ごoりはキ リス ト以前 の時代 には人 の子 らには知
らされて いませ んで したが、今や り加"霊"に よって、 キ リス トの聖 な る使徒た ちや預言者
た ちに啓示 され ま した。」
などと記 して、キ リス トの計画(奥 義)の 先在性 とそ の啓示=顕 現が 明示 されてい る。 また 同
様 のキ リス トの顕現理解は、]1テモ1:9-10に も繰 り返 されてい るが、 これは1ペ ト1:10
以下で 「救い」について預言者た ちが探求 し、注意深 く調べた とい う報告 と同様 の理解を示 し
てい る。一方 コ ロサイ書では、計画が 明らかに され る時、顕現 の時が問題 とされてい る。
コ ロ1:26「世 の初めか らa加 τ伽 α勧 りωり
代 々にわた ってaπ ∂ τ伽 γεりε伽 隠 され ていた、
秘め られた計画 μひστ卯 ω りが、今や り加 、神 の聖 なる者た ちに明らか にされた のです。」
これ らエ フ ェ3:5、 コ ロ1:26においては、計画、奥義が 明らかに され る時、啓示 され る
時 を、「今 り加 」 として いる点が重 要で あ る24)。また第 一ペ トロ書 の著者 も1:12に おいて
「それ らの こと(啓 示)は 、… 今 り加 、あなたがた に告げ知 らせ てお り」 と述べて、第ニ
パ ウ ロ書簡 との同時代性を示 してい る。一方、 この第一ペ トロ書に採用 された1:20の キ リス
ト讃歌 では 「この終わ りの時代 に、E9ξ σzdτ伽 τ伽Zρ0り ωり」 と、 よ り現在 的な終
末論に なってい る。す なわ ち、 このキ リス ト讃歌 の時間理解においては、第ニパ ウ ロ書簡 のよ
うな切迫 した時間理解が希薄に なってい ることは確かであ る。 しか し一方第一ペ トロ書 の著者
の時間理解には、1:12の 啓示 の現在性を示す理解は述べ られ るものの、切迫 した終末理解は
やや後退 してい る。「あなたがたは終わ りの時に現 され る よ うに準備 されて いる救 いを受け る
ために … 守 られ ている(1:5)」 とい う理解 などは、 この1:20のキ リス ト讃歌 の終末理
解に近い ものとなってい る。
この小讃歌が第一ペ トロ書に採用 された のは、簡潔 なが らそ こに述べ られ る 「先在 と顕現」
で示 され るキ リス ト理解が、キ リス トの顕現=救 済理解を持つ書簡 の考え と一致 したためであ
ろ う。特に 「終末時」 の救済理解は、 このキ リス ト讃歌 と第一ペ トロ書 の著者 との共通 した救
済理解であ り、 この第一ペ トロ書 の三つ のキ リス ト讃歌 の うち小 さい なが らも、最 も著者 の救
済理解に近い ものとなってい る。 同時に この讃歌ではキ リス トを、創造 の時か ら終末に至 るま
で、始めか ら終わ りまで 一救済史 の うちに位置付け よ うと意図 してい ると考え ることがで きる。
それは この第一ペ トロ書が著 された90年代 の終末理解 とも深 く関わ ってい るのでは ないか。
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皿 一ぺ トロ書221-24の キ リス ト讃歌 にお ける 「救済」 につ いて
この2章 のキ リス ト讃歌は、韻を踏んだ対句 などか ら、礼拝式文、 と りわけ信仰告 白文 と考
え られてい る。かつて、H.Windischらは2:21-25を 「キ リス ト讃 歌Christuslied」と考え
たが25)、25節は第一ペ トロ書の著者に よる付加であ る。そ の理 由は、 この讃歌が本来一人称複
数 の信仰告 白であ り、 この25節はイザ ヤ53:6のLXXの テ クス ト 「わた した ちは(皆)羊 の
群れ π伽 τεgCπ ρ6βατa」26)を下敷 きに しなが ら、 著者に よ って 「あ なたが たは～で
あ る 駈 ε」 に書 き替 え られ てい る ことに因 るものであ る。そ して この改変 と共に、25節全体
が著者 の牧会観を反映 した ものとなってい る。
また21節もこのキ リス ト讃歌を採用 した第一ペ トロ書 の著者に よって、一部が改変 されてい
ると考え られ る。21bには、キ リス トが 「あ なたがた のために δ盆 ρ δ⑩ り」苦 しみを受け
た とあ るが、 この讃歌は本来 自分た ちの共 同体において一人称複数で歌 っていた讃歌であ る。
そ のことは特に救済理解に関わ ってい る24節に示 されてい る。24aでは、キ リス トが十字架に
かか って、 自らそ の身 に 「わた した ちの罪 を τ的aμ αρτξαg加 伽 」担 った と記 され るよ
うに、 この讃歌 自身が教会共 同体 の信仰告 白となってい るのであ る。そ のため第一ペ トロ書 の
著者は一人称 の箇所を著書に合 うよ うに二人称に変更 しなければ ならなか った のであ る。 この
点 か ら21節 「あ な たが た のた め に δπερ δμのり」 の句 は、 本 来 「わ た した ち の ため に
C
U7LEC_」 で あ った と考 え られ る。 同様 に 、21aの 「あ な た が た が 召 され た
蕊妨 θητε」 とい う二人称複 数 の第一 アオ リス トの受動 態 も本来 な らば、「わた した ちが召 さ
れた ξκ妨 θημεり」 と一人 称複 数で、入信 した ことを回顧す る導入部 とな っていたはずであ る。
しか しなが らこの改変に も関わ らず、キ リス トの苦難が この21節を特徴づけてい るのは確かで
あ り、 また救済理解 と深 く関わ ってい ることか らもこの21節を本来 の讃歌に含め ることとす る。
以上 の検討か らここでは、 と りあえず2:21-24を 「キ リス ト讃歌」 と考 える27)。この讃歌
が、前述 した よ うに第一ペ トロ書 の著者に よって手を加え られてい ることは、第一ペ トロ書 の
中心2:18-3:7ま で続 く、いわゆ る 「家庭道徳訓Haustafel」28)に挟 まれ る形で置かれて
い ることと関連 してい る。書簡 などの勧告は、たいてい二人称で命令 され るよ うに、 この讃歌
も前後(21節と24節)の節に手を加えて、家庭道徳訓 の文章 との整合性を持たせ よ うと試みて
い るのであ る。
なお この家庭道徳訓は、他 の書簡 の中に も散在 してい るものであ る。
(その他 の例 と して、 コ ロ3:18-4:1、 エ フ ェ5:22-6:9、 一 テモ2:8-15,5:
3-8,6:1-2、 テ ト2:2-10、3:1-2な どがあ る29)。)
そ してL.Goppeltは、 この第一ペ トロ書の道徳訓を コロ3:18-4:1、 エ フェ5:22-



















コ ロサイ書 とエフェソ 書おいては、妻 と夫に対す る勧告 の後に、奴隷 と主人に対す る勧告が
置かれてい るが、第一ペ トロ書では反対に なってい る。特に コ ロサイ書 の家庭道徳訓は、第一
ペ トロ書 の もの よ り古 い こと31)から考え る と、第 一ペ トロ書 の著者 は この順序を入れ替 えて
用いた と考え られ るが、そ の理 由は この讃歌 の終 りに後述す ることとす る。 また コ ロサイ書 と
エフェソ 書には、 こどもと親に対す る勧告が2番 目に置かれてい るが、第一ペ トロ書 の中には
記 されてい ない。 このことは著者が必ず しも他 の書簡 などのよ うに家庭道徳訓をそ のまま用い
た のでは な く、キ リス ト讃歌 同様に手を加え編集 してい るためであ ると考え られ るが、 このキ
リス ト讃歌 自身 も、 こどもと親 の勧告 のモテ ィーフを持 ってい る。それは コ ロ3:20とエ フ ェ
6:1の 勧告 に共通 して見 られ る 「両親 に従 いな さい。」 とい う句 は、 この1ペ ト2:21の
「キ リス トの足跡 に続 くように と、模範 を残 され た。」 とい う箇所 に よって親 であ るキ リス ト
の模範に倣 うこどもであ るキ リス ト者 の姿を知 るこ とに見 られ るか らである32)。ここに この第
一ペ トロ書 の家庭道徳訓 のみが、そ の中にキ リス ト讃歌を持 ってい る意味があ るのでは ないか。
2:18以下は、召 し使いたちに対す る勧告 とな ってい るが、この箇所 に 「キ リス トの模範(2:
21)」に倣 うよ うに と、キ リス ト讃歌 が用 い られてい るのであ る。 この 「模範 δπoγραμμ6g」
の聖書 におけ る用例は少 な く、 旧約続編 の]1マカ2:2833)と、新約 聖書では この箇所 のみで
あ る。 また この 「模範」は、第一ペ トロ書 とほぼ 同時代に著 された第一 クレメン スや ポ リカル
ポスの手紙に もたびたび 「キ リス トの模範」 として用 いられ ている34)。これ らの用例は 「模範
δπoγραμμ6g」が、 当時 のキ リス ト理解 において、一般 に用 い られ ていた ことを示 してい る。
しか しこの用語をキ リス ト讃歌が本来持 っていたか、あ るいは第一ペ トロ書 の著者が、付加 し
た用語であ るのかは意見 の別れ るところであ る35)。しか し、 このキ リス ト讃歌は本来家庭道徳
訓 とは無 関係 な、教会共 同体 の信仰 告 白文 である。 その中にあ って 「(キリス トの)模 範 を残
された」 と歌 うことは不 自然で もあ るが、キ リス トの模範に倣 う目的で この 「模範」は讃歌に
採用 された と考え られ る。
なお この書簡 は、2:21-24の キ リス ト讃歌 に続 いて、妻 と夫 に対す る戒 めを置 いてい る
(3:1-7)。 この戒 めの箇所 にはいわゆ る結婚 の秘義(カ トリック教会 の 「秘跡mysterL
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um」)が述べ られてお り、2:18以下の 「家庭道徳訓」の続きと理解されている36)。しか しな
がら家庭道徳訓とい う理解は、この3:1-7の 箇所が保持 している本来の教会儀礼的意味を
失わせているように思われる。また前述 したように、従来の家庭道徳訓の順序を入れ替えてい










(充満)の 内部で 「キ リス ト」と聖霊、アカモー ト(ヴァレンティノス派の神話では過失を犯
した 「上のンフィア」から切 り離されたエン テユメーシスの別称の一つで、「下のン フィア」)
と σωτ卯(=救 い主、 プレーローマの星、第二のキ リス ト、イエス)が それぞれ 「対」関係
を構成するのに倣って、地上の霊的な者たちもやがて来るべき終末においてン ーテールの従者
たる天使たち(花婿)に花嫁 として結ばれる。ヴァレンティノス派はこの結婚を 「新婦の部屋」
と呼び、その地上的な 「模像」として一つの儀礼行為を実践 した38)。いずれの箇所も 「救済」
が新婦の部屋一結婚の秘義と関連 していることを示 してお り、第一ペ トロ書における 「救済」
理解一結婚の秘義が教会の儀礼に倣って記されたことを示唆 している39)。このことは、第一ペ
トロ書の著者が、2:21-24のキ リス ト讃歌を、教会の儀礼に倣って順序立てて記す中で、こ








る教会儀礼の順序に影響を与えたことを示 していると考えられる。 しか しながら第一ペ トロ書
にはグノーシス的なキ リス ト理解が述べられているわけではない。む しろキ リス トの苦難を述
べるこのキ リス ト讃歌を採用することで、それらの要素を排除 しようと考えたのではないか。
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それ は σωτ卯 とい うキ リス ト称号 を用 いない ことに も現れて い る。 この第 一ペ トロ書 とも
関係 のあるエフェソ 書 にはキ リス トが教会 の体で あ り自らその体 の救 い主 σωτ卯(5:23)
な とど、キ リス ト称号 として採用 され ていた に も関わ らず 、一度 もキ リス トに σωτ卯 を用
ない のは、 グノーシス的 なキ リス ト理解 との混 同を恐れて のことと考え られ る。そ して このキ
リス ト讃歌は、それ らグノーシス的 なキ リス ト理解には希薄 なキ リス ト理解=「 苦難 のキ リス
ト」理解を、 この第一ペ トロ書に与えてい るのであ る。
lV一 ぺ トロ書318-22の 「救済」につ いて
この3章 で も、2章 のキ リス ト讃歌 同様に、キ リス トの苦難が述べ られてい る。 しか し内容
と しては、 よ り教会論的 な発展段階をみ ることがで きる。 この3:18-22の讃歌は初期教会に
おけ るキ リス ト論的 な信仰告 白を形成 してい る点で重要 な讃歌 となってい る。 また この讃歌は、
ミ ドラシ ュ的 な表現を用い なが ら、救いに至 る道を述べてい る点で も特徴的であ る。 これはい
わゆ る 「キ リス トの救 いの道 」42)として知 られて いる。 このキ リス ト讃歌 は、救済を テ ーマ
に した信仰告 白と して の洗礼式文を形成 してい る独 自のキ リス ト讃歌 となってい るのであ る。
しか しこの讃歌 の成立に関 しては、不 明な点 も多 く、 また古 くか ら第一ペ トロ書 の本文 との繋
が りの問題 も指摘 され て きた。すなわち、3:18bの んα 一文(従 属文)は 主文 の内容 と必
ず しも整合性 を持 っていない こと43)、また3:19は 関係接続詞 のE'.φ44)で始 まってい るが、
関係文を形成 してい ない ことなど、キ リス ト讃歌 と しては整 った ものでは ない。それゆえ この
讃歌を、R.Bultmannなどは、キ リス ト讃歌断片(3:18b,22b)を 繋 ぎ合わせた ものであ
る と考 えた45)。しか し、 これ らは讃歌 の断片(Fragment)ではな く、 これ ら(3:18-22)
は、おおむね一つ のキ リス ト讃歌であ ると考え る。そ の理 由は このキ リス ト讃歌が、キ リス ト
の受難(3:18a)一 死(3:18b)一 復活(3:21)一 昇天(3:22a)一 神 の座(同)に
言及 し、一連 のキ リス ト論を形成 してい るか らであ り、 この讃歌 自身が新約中で も、優れた信
仰告 白を形成 してい るか らに他 ならない。 ここでは、 この讃歌で述べ られ る救済理解について、
検討 してい きたい。
この一ペ トロ書 の讃歌は、キ リス ト讃歌 の うちで唯一 「洗礼」に言及 してい る讃歌であ るこ
とが、特徴 となってい る。21節以下で示 され るそ の洗礼 まで の道 の りが18節以下に述べ られ る
こ ととなる。 まず18節では、 キ リス トの苦難 を述 べて、 そ の苦難 が 「私 た ちを」(こ こで も
「あ なたがたを」 と二人称に書 き換え られてい るが)神 に導 くためであ ると述べてい る。 しか
しキ リス トの苦難が2章 の讃歌では 「模範」であ った のに対 して、 この3章 の讃歌では、キ リ
ス ト者を導 く理 由となってお り、 この二つ の讃歌におけ るキ リス トの苦難理解は、異 なった も
のであ ることがわか る。そ して18bには対句で、
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「肉では μ加 σαρκ～ 死に渡 され、
霊 では 漉 πりε6ματご 生 きる者 とされ た」 と述べ られ る。 この対句 は、極 めてパ ウ
ロ的であ り、 またキ リス ト讃歌以前に成立 していた対句 によっている と考 えられ る46)。そ の対
句は ロマ1:3-4の 定型句であ る。
「御子は、 肉に よれば κατaσdρ κα ダビテの子孫か ら生 まれ、
聖 なる霊に よれば κατaπ りε0ματ侭dγ ωσ帥 ηg
死者 の中か ら復活に よって力あ る神 の子 と定め られたか らです。」
この定型句は、続 く5節 の 「わた した ちの主イエ ス ・キ リス ト」 とい う告 白に よって、 明確
に信仰告 白と して示 されてい る。 しか し他方 この第一ペ トロ書 の讃歌においては、 肉は死、苦
難 と して表現 されていて、パ ウ ロの定型句をそ のまま用いた のでは な く、 この讃歌においては
キ リス トの苦難が テーマであ ることを述べてい ると考え られ る。 また この讃歌 のキ リス ト理解
は、第一ペ トロ書におけ る死者に対す る福音宣教 の意義を 「肉において裁かれて死んだ よ うで
も、神 との関係で、霊に おいて生 きるよ うになるため」(4:6)と 述べ る根拠 とな ってい る
のであ る。 さらに この3:18bの 理解には、霊に よる救済が示 されてい る。そ の霊は、19-20
節で は擬人化 されてお り、 キ リス トに よって宣教 され(19節)、 ノアの時代 には神 に従 わ なか
った者(20a)と されてい る。 この霊は、今や救われ るべ き者 と して述べ られてい るが、救い
の表象 と して水が示 され、そ の水に よる救いを示 した(20:b)あ と、21節は、洗礼を 「水で
前 も って表 された洗礼(3:21a)」 と示 して、それが 「今や り加 イエス ・キ リス トの復活
に よってあなたがたを救 う(3:21b)」 と、救済論 に結 びつけて理解 してい る47)。この洗礼
に よる救済理解は このキ リス ト讃歌におけ る救済理解 の現実性をを示 してい ると同時に、 この
讃歌が洗礼時 の信仰告 白と関連す ることを示 してい る48)。
なお洗礼時 の信仰告 白と救済を 明確に示す のは、 ナグ ・ハマデ ィ文書 の うち 「三部 の教え」
とい う三部構成 のヴ ァレン テ ィノス派 の教理体系を述べ る書であ る。そ の うち第三部にあた る
終末論を述べ る箇所に、洗礼 と信仰告 白が示 されてい る。
127.30この洗礼は、父 なる神 と御子 と聖霊に(結 ばれ る)救 いであ る。 これ ら(三 つ)の
名前35こ れ らはす なわ ち、福音 の唯一 の名前であ る に対す る信仰 の告 白が行 なわれ、
128彼 ら(万 物)が 自分たちに語 られ た こと す なわ ち、彼 ら(父 な る神 と御子 と聖霊)
が存在す るとい うこと を信 じるならば49)。
この 「三部 の教え」では、洗礼時に三位一体を信仰告 白す る者 の救済が 明確に述べ られてい
る。 また この救済理解には、 この3:18-22のキ リス ト讃歌におけ る洗礼式文 と して の救済観
が用い られた と考え られ る。
「天使(た ち)～♂γγελoご、 また権威 、勢 力はキ リス トの支配に服 している。」(3:22b)と
述べ る このキ リス ト讃歌 の終句 は、権威、勢 力で天使の階級 を示 し50)これ らを キ リス トが支
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配す ることを述べ ることで、天におけ るキ リス トの卓越性=顕 現を 明確 に しているのである51)。
この前提 と して、 キ リス トは天に上 り π0ρεひθε～g52)、そ こで 「神 の右(の 座)にE
δεξ砂 τ00θ ε面 着 いているE62'L1(3:22a)」とエ フ ェ1:20の讃歌 と同様 の句を
用いて、キ リス トの昇天=キ リス トの顕現を示 してい る。
しか しこの一ペ トロ書 のキ リス ト讃 歌 では 「天 に、上 った(=上 げ られた)πoρεひθε6g」
と讃歌で多様 され るアオ リス ト分詞53)でキ リス トの昇天を過去 の こととして述べ、 「神 の右に
い る 肋τ6り」 と現在 の こと としてキ リス トが神 の座に着 いてい るこ とを述 べてい る。 アオ リ
ス ト分詞 は、主 に文章 の主動詞(こ こでは主文 の 肋 τξり)に先行す る動作 を示す ことが多 く、
この讃歌 でもキ リス トが天 に上 げ られた(πoρεひθεξg)後に、神の右に着いてい る(E62'L)
と時間 の経過を辿 ってい ると考え られ る。 この一ペ トロ書 のキ リス ト讃歌においては、時間 の
経過 も重要 な意味を持 ってい る。 この讃歌はキ リス トの受難(3:18a)一 死(3:18b)一
復活(3:21)一 昇天(3:22a)一 神 の座(同)を 順次述べ るこ とで、「救 いに至 る道」を
示そ うと試みてい るのであ る。そ して この讃歌 のキ リス ト理解は、やがて初期 の教会におけ る
信仰告 白となってい く点で も、 このキ リス ト讃歌は重要 な位置を 占めてい るのであ る。
なおキ リス ト讃歌 の中でキ リス トの昇天に言及 してい る讃歌は、 この一ペ トロ書 と一 テモテ
3:16のみであ る54)。特 に このペ ト3:22aはキ リス ト讃歌中で唯一、 明確にキ リス トの 「昇
天」に言及 してい る箇所であ る。そ して天使 の名を記す ことで、キ リス ト顕現(昇 天)お け る、
天使に よる 「昇天 の証人」理解を 明確に示 している55)。そ して このキ リス トの昇天=キ リス ト
顕現 と考え るならば、かつてBultmannが指摘 した通 り、1:20と3:18b,22bが 同 じ讃歌
の断片であ るとい う理解 も考え られ るが、 この3:18-22はキ リス ト論に関 して、時間 の経過
を辿 りつつ まとめ られた讃歌 となっていて、キ リス トの受難 一昇天(神 の座)と い う、一つ の
キ リス ト論を形成 してい るのであ る。それゆえに1,3章 の讃歌が共にキ リス ト顕現を示 して
い るとはいえ、表現 も異 なる両者を繋 ぎ合わせて一つ の讃歌 とす る彼 の仮説を支持す ることは
困難では ないか。
この3:18-22のキ リス ト讃歌は、洗礼におけ る救済を述べ る信仰告 白文であ ると同時に、
第一ペ トロ書 の宛先 の諸教会に対 して、現在 の苦難を通 って救いに至 るとい う救い の道、救済
論を提示す る 目的で採用 された のであ ろ う56)。
V.結 論
以上 の検討か ら、 この第一ペ トロ書に採用 された三つ のキ リス ト讃歌は、そ の救済理解にお
いてそれぞれ の理解を示 してい ることがわか る。1:20の 讃歌は、キ リス ト顕現に よる救済理
解を示 し、 また2:21-24の讃歌は、イエ スの十字架 の死に よる贈罪死=救 済 とい う理解を示
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し、 さらに3:18-22の讃歌においては、洗礼を受け ることに よてイエ スの復活に与 り、そ の
ことに よって救われ るとい うきわめて教会論的 な救済理解を示 してい るのであ る。換言すれば、
これ らの讃歌は、1章 と3章 の讃歌におけ るキ リス トの顕現=救 済 とい う理解、 また2章 と3
章 の讃歌におけ るキ リス トの苦難 とい うあ る程度 の共通性はあ るにせ よ、本来は別 々のキ リス
ト讃歌であ ることは確かであ る。 またそれぞれ の讃歌 の成立年代 も異 なることも考え られ る。
特に、最後 の3:18-22の讃歌は、キ リス ト讃歌 の中で も最 も、教会的 な理解を示 してお り、
小 さい なが ら信仰告 白を形成 しつつあ り、他 の讃歌 よ りも後 のものであ ることを窺わせてい る。
このよ うに 内容 もそ して成立時期 も異 なってい ると考え られ る第一ペ トロ書 のキ リス ト讃歌で
あ るがゆ えに、Bultmannが述べていた、 これ ら讃歌 の うち1:20と3:18b,22bが 同 じ讃
歌であ った とす る仮説は否定 され るであ ろ う。 また これ らキ リス ト讃歌には、キ リス トを救い
主 σωτ卯 と告 白す る箇所 は ないが、 この点 は グノー シス的 な理解 を避け ての こ とと考 え ら
れ る。 このことは第一ペ トロ書 の著者 のキ リス ト理解 とも重 な り合 うのでは ないか。第一ペ ト
ロ書 の著者は これ ら、いずれ も救済理解を持 ってはい るが、本来異 なった これ ら三つ のキ リス
ト讃歌を、巧みに 自らの救済理解に取 り込みつつ、独 自の救済論を形成 してい った と考え られ
る。
注
本論文は第40回関西新約聖書学会(1999年6月14日於 活水女子大学)に おける研究発表に、加筆 ・
修正を加えたものである。
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g6嬬嬬,Berlin・NewYork:WalterdeGruyter,1976.に拠 って い る。)
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Dinkler,E.),Tabingen:J.C.B.Mohr,1967,S.285ff.
7)こ の 点 は 多 くの 研 究 者 が 指 摘 す る と こ ろ で あ る が 、 例 え ばGoppelt,L.,o;.C21,S.49ff.では 、 第 一 ペ ト
ロ 書 と ロ マ 書 、 第 ニ パ ウ ロ書 簡 、 さ ら に 牧 会 書 簡 、 ヤ コ ブ 書 と の 関 係 が そ れ ぞ れ 比 較 検 討 さ れ て い る 。




8)例 え ば 、Schelkle,K.H.,1万6P6'耀sわ万⑳,de:ノ勿4αsわ万以HerdersTheologischerKommentarzumNeu-
enTestament(Abk.HThK).XIII/2,Freiburgetal.:Herder,19642,S.llOf.usw.近年 で は 、
Frankem611e,H.,1.P6'耀sわ7砿2P6'耀sわ7砿ノ勿磁sわ万げ,DieNeueEchterBibel(Abk.NEB).18u.20,
Warzburg:Echter,1990,S.38.もこ の 傾 向 に あ る 。
9)Goppelt,L.,op.cit.,S.121f.




ll)κ6σμogは こ の 「天 地 創 造 の 前 か ら(時 の 初 め か ら)π ρδ/aπδ καταβ0ληgκ6σ μ00」の 句 に お
い て 、 し ば し ば 無 冠 詞 で 用 い ら れ て い る 。apudBla£,F.,Debrunner,A.u.Rehkopf,F.,G名α〃¢〃¢α磁
de,%6磁8s孟α辮6刎1∫6加%G卿6雇s論(Abk.Bl-D,G名 α辮 辮α勲),G6ttingen:Vandenhoeck&Ruprecht,
199017,§253,Anm.6.特に 「先 在 の キ リ ス ト」 は 同 じ 句 を 用 い て 、 エ フ ェ1:4に 示 さ れ て い る が 、
こ の 「天 地 創 造 の 前 か ら 」 の 句 は 本 来 詩 編74:2に 示 さ れ る よ う に イ ス ラ エ ル の 救 済 に 関 す る 句 で あ
っ た 。cf.Strack,H.L.u.Billerbeck,P.,κo辮耀 磁 α7矧 辮 ハセ紹%Testamentau,Tα伽 π4鰯4M∫ 伽 αs論
皿,Manchen:C.H.Beck,19949,S.579f.
12)πρoγ`レ6σκω 「予 め 知 る 」 の 受 動 態 ・完 了 分 詞 、 男 性 ・単 数 ・属 格 。 な お こ の1:20の 用 例 を 「予 め
選 ば れ た 」 と す る 解 釈(Louw,J.P.&Nida,E.A.,G名66ん一E%g1納五爾60%(W勿 飽"7セs伽 ¢6%'.8αs640%
SemanticDomain,Vol.1,NewYork:UnitedBibleSocieties,19892,p.335.)は、 こ の 箇 所 の キ リス ト論
に お い て 、 的 確 な 理 解 と は い え な い 。
13)φαレερ6ω 「現 す 」 の 受 動 態 ・第 一 ア オ リス ト分 詞 、 男 性 ・単 数 ・属 格 。
14)例 え ば ヘ ブ1:3の4連 詩 な ど(た だ し1,2連 は 現 在 分 詞 、 ま た3連 は 韻 を 踏 む た めHyperbataさ
れ る 。 拙 論 「ヘ ブ ル 書1章3節rキ リス ト讃 歌 』 と 知 恵 概 念 に つ い て 一ン ロ モ ン の 知 恵 か ら の 影 響 」
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基 督 教 研 究52巻1990年89ペ ー ジ 以 下 参 照 。)
15)た だ1:18の冒 頭 に は 、 分 詞 ε1δ6τεg(olδ α 「知 る 」 の 分 詞 、 男 性 ・複 数 ・主 格)が 置 か れ て い る 。
16)Bl-D,0.C2.,§447,§489,Anm.2.なお 新 約 聖 書 のParallelismusに関 して は 、 拙 論 「Parallelismus一
新 約 聖 書 の 統 語 法 に つ い て 」 関 西 外 大 ・研 究 論 集661997年289ペ ー ジ 以 下 参 照 。
17)拙 論 前 掲 書291-295ペ ー ジ 参 照 。




21)こ の 「過 去 一 現 在 形 式dasEinst-Jetzt-Schema」カミ、 い わ ゆ る パ ウ ロ書 簡(牧 会 書 簡 も 含 む)以 外 で
見 ら れ る の は 、 ヘ ブ12:26、言 行 録17:30と、 こ の1ペ ト1:14以下 の み で あ る 。apudLindemann,A.,
1万6.4励6わ襯g467Z6鉱G6s6雇 論 醜 編 伽4痂sπ.Es論 α孟o!∂g名6珈⑳ 勿s67わ万以StudienzumNeuenTesta-
ment(Abk.StNT).12,Gatersloh:Gatersloher,1975,S.67.
22)κ ατεレ6π`佛 が 「～ の 面 前 で 」 の 意 味 で 用 い ら れ る の は セ ム 語 法 で あ る 。 コ ロ1:22、ユ ダ24な ど 。
Moulton,J.H.,&Howard,W.F.,AGrammarofNewTestamentGreekL,Edinburgh:T.&T.Clark,
1928/79,P.465.
23)こ の 新 共 同 訳 の 「業 」 よ り も 、 こ のエフェソ 書1:10では 神 の 「計 画 」 と 理 解 す る 。apudLindemann,
A.,o汐.C2.,S.77.またolκ 佛 μogは 、 神 の 恵 み の 「管 理 者 」 と し て1ペ ト4:10に 複 数 形olκ 佛6μo`
で 用 い ら れ て い る 。
24)ders.,0.C2.,S.68.
25)H.Windisch,D競 α伽1♂s6加%B7纏,HandbuchzumNeuenTestament(Abk.HNT).15,Tabingen:J.
C.B.Mohr,19302,S.65.Schelkle,K.H.,o;.C21,S.llOff.近年 で は 、Osborne,T.P.,GuideLinefor
ChristianSuffering:ASource-CriticalandTheologicalStudyoflPeter2,21-25,捌わ1∫6α.64,1983,
p.383ff.など 。
26)イ ザ ヤ 書LXXの テ ク ス トは 、Ziegler,J.(edidit),Bα」αs.Septuagint.VetusTestamentumGraecum.
XIV,G6ttingen:Vandenhoeck&Ruprecht,19833.に拠 っ て い る 。
27)Goppelt,L.,0.C2.,S.204.では キ リ ス ト讃 歌 を2:22-24に限 定 し て い る 。
28)Goppelt,L.,0.C2.,S.165.Brox,N,0.6∫'.,S.125.等は2:18以下 を 家 庭 道 徳 訓 と 考 え る が 、Osborne,
T.P.,0.C2.,p.382f.は2:ll-3:12まで を 家 庭 道 徳 訓 と 考 え 、 こ の キ リス ト讃 歌 も キ リス ト者 奴 隷 に 対 す
る 勧 告 を 与 え る 目 的 で 著 さ れ 、 キ リス ト者 の 苦 難 を テ ー マ と 見 て い る 。
29)そ の 他 、 一 ク レ1:3,21:6-9,ポ リ ・イ グ4:1-6:1.な ど 。
30)Goppelt,L.,0.C2.,S.164.
31)Goppelt,L.,ides.では 「家 庭 道 徳 訓 」 の よ り古 い 形 式 を 、 コ ロ サ イ 書 の 中 に 見 よ う と し て い る 。
32)こ の 理 解 の 背 景 に は ロ マ4:13以 下 の ア ブ ラ ハ ム の 模 範 が あ る と 考 え られ る 。cf.Goppelt,L.,砂.C21,S.
126f.
33)皿 マ カ2:28「 事 細 か な 著 述 は 著 者 ヤソ ン に 譲 り、 我 々 は 要 約 を 記 す こ と に(=下 書 き す る こ と に




19762.に拠 っ て い る 。
34)一 ク レ16:17,33:8、ポ リ手 紙8:2な ど 。apudGoppelt,L.,op.cii,S.201,Anm.16.
35)例 え ば 、Lohse,E.,ParaneseundKerygmaimlPetersbrief,G>U.45,1954,S.89は、 こ れ を 付 加 と し
て 考 え て い る 。
36)Goppelt,L.,⑫6肱,S.166.Brox,N,op.cit,S.141.
37)邦 訳 は 、 大 貫 隆 訳 「フ ィ リ ポ 福 音 書 」rナ グ ・ハ マ デ ィ 文 書 』 皿 福 音 書 岩 波 書 店1998年 に よ る 。
コ プ ト語 原 典 の テ ク ス トは 、 英 語 と の 対 訳 で 、Layton,B.,TheGospelaccordingtoPhilip,in>agHam
mathCodexI2-7,NHS.XX,LeidenetaL,:E.J.Brill,1989,pl29-215に収 め られ て い る 。
38)前 掲 書 、 補 注8-9ペ ー ジ 。 そ の 儀 礼 の 具 体 的 内 容 と し て は 、 最 近 の 歴 史 的 ・批 判 的 研 究 で は 「聖 な
る 接 吻 」 説 と 「臨 終 儀 礼 」 説 が 有 力 で あ る 。(同9ペ ー ジ に よ る)
39)ま た 「三 部 の 教 え 」 で は 、 洗 礼 を 「新 婦 の 部 屋 」 と 呼 ん で お り、(128:35、 邦 訳 は 、 大 貫 隆 訳 「三 部
の 教 え 」 前 掲 書 に よ る)、 救 済 と 洗 礼 と の 関 連 を 示 し て い る 。
40)同 上 、332ペ ー ジ 。
41)同 上 、342ペ ー ジ 。






47)前 述 し た 一 ペ ト2:22-24の讃 歌 で は 、 キ リス トの 受 け た 傷 に よ っ て い や さ れ た 。(2:24)と 受 難 を 救 済
に 結 び つ け て 理 解 して い た 。
48)Goppelt,L.,op.ci;,S.256f.
49)邦 訳 は 、 大 貫 隆 訳 「三 部 の 教 え 」 前 掲 書 に よ る 。
50)Schelkle,K.H.,op.cit,S.llO.Goppelt,L.,(ψ.C21,S.262.
51)Broer,1.,κγγελoginl翫卿 ガs6勿s防 ケ孟励 納g翻 ハセ㈱T6s孟 α辮 魏(Abk.E珊>J).1,Stuttgart:W.
Kohlhammer,1980,Sp.34.Lalsdorff,R.,㎜TO-1,B漁 鷹36融6惣(Abk.
BL1>F.)36,1992,S.104f.
52)πoρ 師 ω 「行 く 、 帰 る 」 の 受 動 態(第 一 ア オ リス ト分 詞 、 男 性 ・単 数 ・主 格)。 こ の 一 ペ トの 用 例 に
近 い の は 言 行 録1:10イ エ ス が 天 に 「行 か れ る πoρεoo翻oo(受 動 態 、 現 在 分 詞 、 男 性 ・単 数 ・
属 格)」 で あ り、 「昇 天 物 語Himmelfahrterzahlung」に お い て 受 動 態(あ る い は デ ポ ネ ン テ ィ ア)で 用
い ら れ る 。cf.Goppelt,L.,0.6∫'.,S.263.
53)πoρ ε6ω 「行 く、 帰 る 」 の 受 動 態 、 第 一 ア オ リス ト分 詞 、 男 性 ・単 数 ・主 格 。
54)高 挙 の 例 と し て 、 他 に フ ィ リ2:9a、 エ フ ェ1:20、 ヘ ブ1:3dが あ る が 、 こ れ ら に は 明 確 に キ リ
ス トの 「昇 天 」 は 述 べ ら れ て は い な い 。
55)Goppelt,L.,op.ci;,S.262,Anm.105.
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56)讃歌 を 含 め た 第 一 ペ トロ書 に 関 して は 、Shimada,K.,StudiesonFirstPeter,Kyobunkwan,1998.が詳
細 な 研 究 書 で あ る。
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